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は じ め に
現在，学校教育について，2002年度（高等学校は 2003年度）から施行の
学習指導要領に新しく登場した「総合的な学習の時間」の実施方法やこれに伴
う学力低下の論議が盛んである。しかし，その一方で学校行事や部活動，学級
活動，児童生徒会活動などの特別活動は，ほとんど議論の対象にならず，取り
残されたまま廃止，縮小されているのが現状である。特別活動を学校教育にど
のように位置づけるかという問題は，カリキュラム編成上の課題であるととも
に，特別活動が教育上どのような意義があるのか，つまり，いかなる人間を育
成しようとするのかが問われていることに他ならないのであって，きわめて本
質的にして理念的な問題なのである。本稿は，このような問題意識に立っての
祝祭の教育上の意義についての考察である。本稿では，祝祭とは儀式と祭りを
指すものとし，学校における祝祭として，儀式と運動会を取り上げる。
1 学校における祝祭の現状
（1）祝祭の減少
1992年 9月からの月 1回の学校週 5日制，1995年からの月 2回の学校週 5
日制の実施以来，時間割が窮屈になったことによって，特別活動，なかでも学
校行事が削減対象となる傾向があった。2002年度からの学校週 5日制の完全
実施で，総授業時数が減り，しかも削減が教科にまでも及んだことと，新しく
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「総合的な学習の時間」が相当の時間数で実施されたことによって，「学力」低
下の批判が起った。そして，「学力」を保証するために，夏休みを 20日くら
いに短縮して授業日を確保する，土曜日も自主学習という形で授業をする，始
業式や終業式当日にも授業を行う，などの教科の授業時間確保の措置ととも
に，次のような特別活動のいっそうの廃止，縮小が進んだ。3学期制を 2学期
制にして，始業式，終業式を 1学期分なくして，2日の授業日を確保する（こ
れによって中間試験，定期試験の日数も減る），運動会や体育祭を準備や後片
付けに手間がかからないスポーツデイとして簡略にする，もしくは実施を 2
年か 3年に 1度とする，準備に時間がかかる学芸会は止めて音楽会や学習発
表会にする，修学旅行を廃止する，もしくはスキー合宿や社会見学などに振り
替えて簡便なものにする，などである。
（2）儀式の簡略化と祭りのイベント化
宗教立の私立学校では，宗教的な儀式が重要視されているが，初等，中等学
校の大多数を占める公立学校では，第 2次世界大戦敗戦後，戦前の反省から
儀式から宗教的な要素を排除するとともに，時間を短縮する，来賓や祝辞の数
を減らすなど，儀式の簡略化がすすんだ。また，近年では七夕などの伝統的な
行事を宗教的であるという理由からとり止めたり，七夕やクリスマスを宗教行
事としてではなく，イベントや集いとして実施する傾向がある。このように公
立学校では，祝祭の意義が薄れ，精神的な要素が退いて，儀式と祭りの境目が
なくなっている。
（3）国民の祝日の増加とその意義の希薄化
国民の祝日の増加と振り替え休日の実施，さらに学校週 5日制の完全実施
で休日が増えたが，休日が多いと祝日の意義が意識されなくなる。また，第 2
次世界大戦敗戦以前と以後を比較すると，天皇中心の祝日に儀式を挙行するこ
とによって祝日の意義を徹底した敗戦前と，天皇の神格化の否定による祝日の
意義の希薄化と祝日に儀式を行わない戦後との落差は大きい。
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2 学校の祝祭の現状の背景
（1）生活の変化──自然との乖離，都市化──
現在，日本では，とくに都市部において，季節，昼夜，時間などの逆転，均
一化，無分節化が起こっている。都市での生活者が人口の大半を占め，地方に
おいてさえも生活が都市化して，自然との乖離が進み，自然の一部としての人
間のリズムが変わってきているのである。私たちは「近代化」や「文明の進
歩」の名の下に，豊かで便利な生活を獲得したが，その背後で自然のサイクル
に沿って伝統的な文化を育んできた土壌が崩れている。
（2）暦と年中行事や生活サイクルのずれ
旧暦の太陰太陽暦は，日本の気候風土と季節に合わせた暦であったが，1872
年の改暦によって，正月や盆，5節句の時期が変動し，祝祭が季節の変化の実
感を伴わないものになった。今や新暦が定着したかのように見えるが，新春の
息吹の感じられない真冬の正月，桃の花の咲かない上巳，梅雨の晴れ間ならぬ
連休の 5月晴，梅雨時の七夕など，このずれはとくに祝祭や季語などにおい
て，今なお日本人の心身に微妙な影を落としている（1）。
（3）聖なるものの否定による祝祭のイベント化
クリスマスもバレンタインデイも，今や日本の祭りとして定着した感がある
が，その始まりはたくましい商魂から出たものであり，それらの宗教的意義や
歴史的背景を抜いたイベントになっている。5節句が，元来中国の厄払いの儀
式であったものを，日本流にアレンジしたものであることを思えば，このよう
な傾向も受容すべきことのようにも見えるが，本来宗教的祝祭であるものを，
その大元の宗教的，精神的要素を取り去ってイベントにするのは，祝祭とただ
のお祭り騒ぎの混同である。近年の大学の卒業式での仮装などによるパーフォ
ーマンスも，このような意識を反映している。
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（4）少子化，高齢化と地域共同体の衰退
都市への人口流入による過疎化，ならびに少子化と高齢化の進行で，地方の
祝祭の担い手がいなくなっている。また，山林・田圃の荒廃に加えて，近年，
車の普及で郊外に店舗や大型スーパーができた結果，町の中心部の商店の閉店
が相次いでおり，地方経済と地方都市の疲弊が進んでいる。このような農山村
漁村と地域経済の衰退は，共同体の衰退を招き，この共同体の衰退は，祝祭の
担い手を消滅させるだけでなく，学校を支え，学校外で子どもを支えてきた，
子どもの成長の拠り所としての地盤をも衰弱させている。
（5）「近代」の価値の浸透と負の要素の露呈
現代は，精神的なものが背後に退き，現世的，俗世的なもの，さらには物質
主義，拝金主義が前面に出てきている。この結果，聖なるものと切り離しては
成立しない祝祭のイベント化が進むのである。これは聖なるもの，精神的なも
のを否定してきた欧米「近代」の必然的な帰結であり，欧米「近代」をモデル
にして国づくりをしてきた日本の当然の結果であって，「近代」の負の要素が
ここへ来て露呈しているのである（2）。
ところで，日本の儀式と運動会は独自の形態を持っており，いずれも歴史的
形成過程と深く関わっている。次に，学校の祝祭の典型である儀式と運動会に
ついて，その成立を中心に歴史的な過程を概観することにする。
3 儀式と運動会の歴史
（1）儀式（3）
日本政府は，1871年に太陰太陽暦（陰暦）に替えてグレゴリオ暦（太陽暦）
を採用，翌年 1972年 1月に紀元節と天長節を初めて祝日と定め，10月に元
始祭，新年宴会，孝明天皇祭，紀元節，神武天皇祭，神嘗祭，天長節，新嘗祭
などを国家休日と指定して，国家祝祭日を制定した。この新しい国家祝日は，
「今般改暦ニ付人日上巳端午七夕重陽ノ五節ヲ廃シ神武天皇即位日天長節ヲ以
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テ祝日ト被定候事」（1876年 1月 4日太政官布告）と布告されたことからも
分るように，中国の厄払いの行事を起源として，日本の習俗と結合して庶民の
身近な祭りとなっていた 5節句を廃止し，将軍に代わる天皇の正当性と権威
強化，ならびに人民の国家意識の養成を意図して皇室祭祀を中心に定めたもの
であった。この官製の祭りは，季節の変化に沿っていた旧暦に変わった新暦と
ともに，一般にはなじみがなく，なかなか浸透しなかった。この国家祝祭日の
制定以後も諸学校においては，この祝祭日は休日であり，教員や児童生徒が学
校に集まって儀式を行うことはほとんどなかった。国家祝祭日に学校の行事と
して，式典を行うことを初めて公的に指示したのは，初代文部大臣森有礼であ
った。森は公教育において形成されるべき人間像を「帝国ニ必要ナル善良ノ臣
民」（4）とし，これを育成するのに修身科に加えて，兵式体操を導入して，体力
の増強とともに気質の鍛錬と品行の向上を図ったが，これらの訓育の総仕上げ
として，国家への帰属意識の涵養の場として集団で大々的に行う儀式の活用を
発案したのである。ただ，森においては，こうした意識の涵養を，学校関係者
の「自発性」に基づくものとして勧奨するに留めていたが，1889年，森の暗
殺当日に発布された大日本帝国憲法に続いて，1890年の教育勅語が発布され，
その奉読式の基準化や祝祭日の儀式の持ち方が議論となるに及んで，1891年，
小学校祝日大祭日儀式規定が制定され，儀式が法制化されるに至った。これに
よって天皇皇后の御真影に対する最敬礼と万歳，学校長による教育勅語の奉
読，教育勅語に基づいて「忠君愛国の志気を涵養する」ための誨告，唱歌の合
唱，野外遊戯体操の実施などの儀式の原型が示された。御真影の下賜もまた，
森の指示によると思われるが，御真影は 1887年ごろから官公立学校から順次
下級学校に下賜されたので，小学校祝日大祭日儀式規定の定められた 1891年
には，御真影はすべての尋常小学校には行き渡っていなかった。やがて 1892
年には御真影の複写が尋常小学校に配布されることになり，これ以後御真影拝
礼，教育勅語奉読，誨告，唱歌がセットになった天皇礼拝としての儀式が徹底
されてゆく。儀式に唱歌を組み込んだのも森であり，森は 1888年，祝日の儀
式挙行の奨励を行った際に唱歌を歌うことを勧め，文部省はすでにこの年，儀
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式に使用できる唱歌の楽譜を頒布していた（5）。以上のように森は祝祭日に儀
式を挙行することを発案しただけでなく，儀式の形式確立にも大きく関わって
いたのである。
1891年の小学校祝日大祭日儀式規定において，儀式を行うよう定められた
祝日は，紀元節，天長節，元始祭，神嘗祭，新嘗祭であり，ここには元日が入
っておらず，また君が代の合唱もなく，不備であった。さらに儀式を行う祝日
が多すぎ，出席が悪く，意義が薄れるという批判があったため，1900年の小
学校令施行規則では，これらを整備して，学校で儀式を行う祝日は，紀元節，
天長節，1月 1日（3大節，のち明治節を加えて 4大節となる）に厳選して挙
行することが定められた。学校の儀式は，1891年の制定当初は一般に認知さ
れていなかったから，儀式への参加者が少なく，その意義が十分に浸透しなか
ったが，1894年から 95年の日清戦争と 1904年から 1905年の日露戦争とい
う「国難」に対して愛国心が高揚し，この 2つの戦争を契機として学校の儀
式が国民的行事として定着してゆく。儀式に写真の拝礼，歌唱などが組み込ま
れていることから分るように，学校の儀式は，明治期になって新規に作成され
たものであることは明らかであるが，そこには，釈奠・天神講の要素，近代的
な教育内容，氏神，皇室・軍事の要素が混在しているという指摘や，キリスト
教の礼拝がモデルであるとの指摘がある（6）。このように新旧の諸要素を取り
込んで成立した学校の儀式そのものは，神道に則ったものではないが，国家そ
のものが神道に立脚していたから，儀式は，神社参拝，伊勢神宮遥拝など，神
道的要素を組み入れながら，繰り返しその意義を徹底することで一般にも浸透
してゆくのである。また，学校の儀式は，祝祭日にただ儀式として単独で行わ
れたのではなく，後に述べる運動会や，音楽会，展覧会，他の儀式などと結合
して挙行されることによって，相乗的な効果を挙げたのである。
以上のように重視された祝祭日の儀式であったが，そのカリキュラム上の扱
いは，当初から長い間課外活動であった。儀式が他の学校行事と並んで初等教
育活動のカリキュラム内の活動として位置づけられたのは，1941年である。
この年，小学校が国民学校と改称され，少国民育成の軍事体制の下で，「儀式，
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学校行事等を重ンジ之ヲ教科ト併セ一体トシテ教育ノ実ヲ挙グルニ力ムベシ」
（国民学校令施行規則第 1章第 1節「総則」第 1条第 2項第 6款）と規定され
て，儀式は別格扱いされ，儀式を中心に学校行事が重視されたのである。
第 2次世界大戦敗戦後，1948年制定の「国民の祝日に関する法律」によっ
て，元日，成人の日，春分の日，天皇誕生日，こどもの日，秋分の日，文化の
日，勤労感謝の日という 9日の祝日が定められた。さらに 1966年に建国記念
日，敬老の日，体育の日の 3祝日を追加，1973年に祝日が日曜日のときは翌
月曜日とする振り替え休日が制定され，1985年には 5月 4日も休日とされ，
1989年にはみどりの日，1995年に海の日が定められて，現在，国民の祝日は
合計 15日になっている。学校の祝日における儀式は，1947年制定の学校教
育法施行規則第 47条により国民の祝日が休業日となったので，1947年の 1
月 1日を最後に行われていない。カリキュラム上の扱いとしては，1947年文
部省編纂の「学習指導要領一般編」には儀式という言葉がないが，1958年の
法的拘束力を持つとされた小中学校の「学習指導要領」では，「特別教育活動」
と区別された「学校行事等」が設定されて，ここに儀式が入っている。そして
ここで文部省は，「学校行事等は学校が計画し実施する教育活動」と定めた上
で，「国民の祝日などにおいて」儀式を行う場合は「国旗を掲揚し，君が代を
斉唱することが望ましい」と規定した。1968年公示の「小学校学習指導要領」
では，特別教育活動と学校行事等が「特別活動」に統合された。1989年公示
の学習指導要領では，儀式は儀式的行事とされ，「入学式や卒業式などにおい
ては，その意義を踏まえ，国旗を掲揚するとともに，国歌を斉唱するよう指導
するものとする」（特別活動，第 3 指導計画の作成と内容の取り扱い）とさ
れ，「国民の祝日などにおいて」と「望ましい」が上記のように変更された。
現在，祝日の儀式は行われていないので，学校の儀式として行われているの
は，入学式，卒業式，始業式，終業式，朝会などである。
（2）運動会（7）
運動会には，大きく 2つの流れがあると指摘されている（8）。第 1のものは，
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高等教育でのスポーツからアマチュアスポーツへの流れである。そもそも運動
会は，1874年，東京築地の海軍兵学寮での英国海軍士官の導きによる「競闘
遊戯会」（athletic sports）を嚆矢とする。主な種目は，短中距離走，走り高
跳び，3段飛びなどの競技種目と，背負い競争，玉子取り，二人三脚，水桶競
争，豚の尻尾を捕まえる競争などの競技遊戯種目である。1878年，札幌農学
校のクラークの後任のホイーラーが，札幌市の許可を得て，「校前明地」で
「力芸」（「遊戯会」）（athletic meeting）を開く。種目は，陸上競技種目が中
心であるが，芋拾い，豚追い，二人三脚，旗取り，綱引きなど，競技遊戯種目
も行われている。1883年には，F. W. ストレンジの主唱によって，東京大学
で「協議会」（athletic sports）が組織されて「大演習会」が開かれ，これが
恒久的な行事となって，「帝国大学運動会」という交友組織が結成されている。
このように士官学校から始まり，高等教育機関で盛んになった運動会は，校友
会という名称の大学のクラブ活動として，遊戯種目を抜いた純粋なスポーツの
形で発展し，学生王者や日本一を決める競技会に発展している。
もう一方の流れは学校での運動会である。学校での運動会は，主として 1884
年ごろから，体操伝習所，大学，中学校，師範学校，小学校という伝播の仕方
で広がり，1886年には全国に普及している。もっとも初期の運動会は，体操，
行進，隊列，そして旗取という擬似戦争式の競技を中心に行われたのであり，
各学校には運動場がないことが普通であったから，錬兵場，河原，神社の境
内，原っぱ，海岸などで数校合同で行われる合同運動会であった。各学校の児
童は，運動会場まで隊列を組んで軍歌を歌いながら行進したのであり，これが
遠足の始まりであるが，これを遠足運動会と呼んだように運動会と遠足が未分
化であった。1885年から 1887年までの運動会での種目は少なく，徒手体操，
亜鈴体操，球竿体操など体操伝習所から伝えられた種目が主であるが，兵式体
操，隊列運動，行進遊戯などの軍事教練種目，徒競走，高飛び，幅跳び，棒高
跳びなどの競争的種目，綱引き，旗取り，旗拾い，二人三脚，障害物競走など
の競争遊戯種目も実施されている。我が国が，欧米から導入した学校教育を始
めるにあたり，もっとも困ったのは，音楽と体育の両科目であったが，運動会
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に体操伝習所が招聘したリーランドの紹介した種目が取り入れていることから
も分る通り，運動会は未だ確定しない教科としての，体操の代役として登場し
ているのである。
運動会振興の中心人物は，やはり森有礼である。森は日本人の身体能力が劣
ること痛感し，その向上のために兵式体操を学校体育の中心としたが，その狙
いは身体の鍛錬だけでなく，集団を意識させて公益に奉じる新しい国家を支え
る国民としてのモラルの形成であった。そのために個人の競争を煽るととも
に，体操や隊列，行進など軍隊的な運動を集団で行うことを重視し，組や学校
の一員として戦うという共同体意識も植え付け，その成果を運動会という視覚
的な効果がある場で表現，発表させたのである。森は 1885年から全国の小中
学校を精力的に巡回し，学校側は郡や村単位の運動会という形で教育の成果を
発表した。祝祭日の儀式に，運動会などの行事を結合することを発案したのは
森であるが，森のこの考え方は，森の死後，小学校祝祭日儀式規定第 4条に
「（祝日大祭日ニ於イテハ）学校長及教員生徒ヲ率ヰテ体操場ニ臨ミ若クハ野外
ニ出テ遊戯体操ヲ行フ等生徒ノ心情ヲ快活ナラシメンコトヲ務ムへシ」と規定
され，ここから運動会は，郡や村単位で行われる一大イベントとなってゆく。
また，1894年，井上毅文部大臣の訓令「小学校ニ於ケル体育及ビ衛生ニ関ス
ル注意事項」で小学校における体育が奨励され，これを契機に野外での合同運
動会が活発盛大に行われるようになる。1900年の小学校令の改正で体操が正
規の教科として定められて，体操，兵式体操は運動会から分離独立してゆく
が，体操が正規の教科とされたことに伴う措置として，各小学校に 5年以内
に屋内体操場の設置が義務付けられた。義務付けられたのはいわゆる雨天体操
場であって，運動場ではなかったが，運動場はこの体操場に付随する形で各小
学校に整備されてゆき，運動会が合同運動会から各校単位の単独の運動会に移
行してゆく。もっとも現在のような校庭運動会が普通になるのは，各小学校に
運動場が整備される大正期であった。1904年に「運動会は如何なる学校にお
いても必ず挙行せられ，学校に於ける確定事業の一となるに至れり」（9）と記さ
れたように，運動会は，日露戦争の戦意と愛国心の高揚を受けて，全国的に実
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施されるようになる。このころ騎馬戦が登場し，明治の後年からダンスが登場
する。1900年の教育令で授業料が無料になったこと，1907年の義務教育年限
が 4年から 6年に延長されて児童数が急増したこと，運動場の整備が進んだ
ことなどによって，大正時代から学校単独の運動会が多くなる。1915年，大
正天皇の即位の御大典時には，各地で村を挙げての御大典奉祝式が小学校を中
心に行われ，その記念事業の 1つとして奉祝運動会が大々的に行われてい
る（10）。小学校の運動会が単独で行われるようになると，学校対抗よりも，個
人競争や学級対抗，紅白に分かれての組対抗など，校内のレクレーション的な
要素が強くなるとともに，地域住民の参加が容易になり，父母，青年団，婦人
会，幼稚園が参加しての各種競技，舞踏や武芸の披露，部落対抗競技などが行
われ，明治末の神社の統合による神社の祭りを補充する役割もあって，小学校
の運動会はさながら地域の祭りの様相を呈するようになる。運動会は，当日は
仕事をしない「物日」となり，村の老若男女が参加する大イベントとなって，
大人は盛装し地区ごとに筵を敷いて弁当を広げ，酒を飲んで楽しみ，個人競技
や団体競技とともに，遊戯種目や仮装行列，綱引きなどの見て楽しめる出し物
が人気を博したのである。一方，1924年，明治神宮競技場の造営を期に，第
1回明治神宮競技大会が開催され，その最終日の 11月 3日に全国規模の「体
育デー」が実施されて，全国各地で体育講演会，活動写真，展覧会などととも
に運動会が開催されている。この明治神宮競技大会は陸上競技種目のみで構成
されており，1926年から，体育大会，さらに 1939年の第 10回大会から国民
体育大会という名称になって，戦後に引き継がれることになる（11）。1928年の
昭和天皇の御大典においても，記念行事の 1つとして祝賀運動会が行われ，
中には，学校生徒児童青年団在郷軍人会合同奉祝運動会として町や村ぐるみで
行った例もある（12）。この時期に入ると，各学校に保護者会，父兄会，教育会
などの名の下に学校の後援会が成立し，それらの講演会が運動会に要する費用
を負担するようになる。1931年ごろから少しずつ競技種目が戦時の「時局を
具体化し実感する」ものに変更され始め，節約が叫ばれるようになる。日中戦
争勃発後の 1938年ごろから時局を反映した競技種目とともに，開会式で整
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列，入場，校旗入場，皇居遥拝，皇軍武運長久黙祷，国旗掲揚，君が代奉唱な
ど，皇国民養成の行事の色彩が強くなる。特に第 2次世界大戦への突入で戦
争一色になると，運動会もまた華美で享楽的な要素やお祭り騒ぎを否定して，
質実剛健の軍国主義的色彩の強いものになり，名称も体育会，体錬大会，練成
大会と称するところが多くなる。
第 2次大戦敗戦後，運動会は軍国主義的なものや軍事訓練的なものを払拭
することを要請され，開会式の簡略化や種目名称の変更を行っているものの，
村落共同体が息づいていた 1960年代ぐらいまで，運動会は村を挙げての華や
かな祝祭的性格を持つものであった。現在でも，学校で地域挙げての運動会を
行っているところもあるが，多くは地域の運動会とは別に，学校単位で平日に
行われているのが実情である。学校週完全 5日制の実施と少子化によって運
動会も縮小を余儀なくされているとともに，後に述べるように種目の変化が起
こっている。
以上のように，運動会には 2つの流れがあって，1つはエリートの自治的な
クラブ組織からアマチュアスポーツへと繋がる流れであり，今 1つは学校の
運動会として，心身壮健な少国民育成の手段として，個人の体力とともに愛国
心形成のための集団訓練の場，ならびに国威と戦意の発揚の効果的な劇場とし
て機能したとともに，村落共同体の結束強化と当時にあっては最大の娯楽の
場，民衆のエネルギー発散の機会としての流れであった。前者が専門性の高い
競技種目としての個人的な記録を重視したのに対して，後者は個人よりも全体
的，集団的な行動や意識の形成，確認を重視してきたところに特徴がある。国
民教育の道具として推奨された運動会は，一方でその役割を果たしつつも国家
の祝日と村の祭りが合体した形で，地域の春秋の季節の風物詩として民衆に支
持される娯楽日，憩い日として，また共同体の一致団結と，その一員としての
自己や家族の帰属意識の強化の場として機能したのである。運動会に祭りの雰
囲気があるのは以上のことに起因している。
第 2次世界大戦後の運動会のカリキュラム上の取り扱いを，小学校の学習
指導要領の内容の変遷から見ておこう。1947年の学習指導要領には運動会の
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語はない。1951年には，教育活動が「教科課程」から「教育課程」に改めら
れ，この教育課程が「教科」と「教科以外の活動」に区分されて，次のように
「児童集会」の説明の中に運動会が登場している。「全校児童が一堂に会し，い
ろいろな発表や討議，レクリエーションを行う。また児童の企画に基づき，適
時に運動会・音楽会・展覧会・学芸会などを行う」。1958年には，運動会は
「学校行事等」とする教育課程の 1領域「保健体育的行事」に入ることになる
が，既述の如く，学校行事等は「学校が計画し実施する教育活動」とされたこ
とから，運動会もまた制度上は児童主体の活動ではなくなった。事実，この時
から運動会の企画，立案，運営，種目選択は教師主導が多くなり，運動会はそ
の性格を大きく変えることになる。1968年の改訂では，「学校行事等」は，
「学校行事」として，特別活動に統合される。1977年の改定では，運動会は
「学校行事」の「体育的行事」に区分されており，このころから運動会や体育
祭を止めて，全校の球技大会，もしくは体育発表会を行う傾向が出てきてい
る。1989年の改定では，「体育的行事」と「保健・安全的行事」が「健康安全
・体育的行事」とされ，運動会はここに分類されることになる。この改定以
後，「個性尊重」「平等主義」の立場から，運動会で「徒競走」を止めて，偶然
が勝敗を左右する「興味走」に，「選抜リレー」を「全校リレー」に，「徒競
走」でゴール前で全員が揃ってからゴールインするという配慮や，また体育の
リレーの授業で，足の遅い児童を近回りさせる「ワープリレー」が考案された
りしている。また，危険であることと体力低下を配慮して，棒倒し，騎馬戦，
組体操を中止する，また準備に時間のかかるマスゲーム（組み体操も）を止め
るなどの処置も取られて来ている。現在では，このような過剰な教育的配慮に
対する反動があり，以前ほど競争が敵視されてはいないが，やはり全体的傾向
としてはこのような流れを受け継いでいる（13）。
4 儀式と祭りの違いと祝祭の教育的意義
儀式の特徴は，荘重，敬虔，厳粛であること，声高な言葉や陽気な笑いがな
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く，重々しい動作や改まった言葉遣いをすることなどにある。儀式は，その内
容から見て 4つに分類できる。すなわち，国家，学校，会社など組織に関わ
るもの，季節の節目に関わるもの，個人に関わるもの，子どもの成長に関わる
ものである。儀式の意義は，ある特別な日において，日常から脱して儀式の荘
重な気分に没入して，ある人物の業績やある事柄に思いを寄せ，理論や知識の
形ではなく，生々しく追体験，追想することによって，自己の生を支えている
文化や伝統の歴史的基盤の確認すること，季節や人生の節目において，自己の
過去を総括して，未来への決意を新たにすること，さらには子どもの健やかな
成長への感謝と願いを捧げるところにある。
儀式に対し祭りの特徴は，明るさ，晴れやさ，陽気さなどの華やぎがあり，
笑いと自由，喜びと開放があって，楽しい音楽や舞踏があることである。祭り
においては，隣人との間に融合，和解などを感じる一体感や高揚感がある。人
は祭りにおいて，日常から脱出して，他者との一体感を感じると共に，開放的
な気分の中で自己を新鮮にして，また日常の生活に戻るのである。
このように儀式は重く，暗い雰囲気があり，祭りは軽やかで明るい雰囲気が
あるが，儀式と祭りは本来，神との出会いの場として一体のものであった。自
己を支える大いなる存在，超越的なものを共同で体感し，日常の「気枯れ（穢
れ）」を充足する場が祝祭であったのである。それゆえに祝祭は，それ自体が
目的であり，その意義は，祈りと感謝の気持ちを持って祝祭を深く体験するこ
と自体の中にある。祝祭においては，時が停止するが，祝祭は，日常の時間の
流れを中断することによって，生活にアクセントを与え，単調に流れやすい生
活を活性化し，1年を分節化して，律動的なものにするのである。祭りに比べ
て儀式は，開放感がなく形式に流れて無用のものとみなされることもあるが，
既述の儀式の 4つの内容の違いをよく弁えて，その大切さが伝わるようにす
るならば，儀式を有意義なものとすることができる。とくに子どもに関わる儀
式は，時に大人が一方的に行うので，子どもが受動的になる場合があるゆえ
に，大人は子どものために儀式を意識的に構成し，子どもを注意深くこの重要
な人生経験へ導く必要がある（14）。
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とくに公教育においては，祝祭を特定の宗教の教育によってではなく，感謝
や祈りといかに結合するかが課題であるが，それは大人や教師の意識によって
可能であろう。祝祭は，それ自身に深く没入することによって，自分は 1人
ではなく，仲間がいる，家族がいる，身近に親身になってくれる人がいるとい
う思いや，自分が親，祖父母，祖先，さらには国家や文化，伝統と繋がってい
るという思いを実感，体感する場であり，1人ではできないことに参加するこ
とによって，一体感，達成感，高揚感，充実感を通して人と繋がり，共同体意
識を持つことのできる場なのである。このような体験は，一種の超越の認識，
つまり限りなく宗教的体験に近いものである（15）。そして学校の祝祭は，子ど
もがともに関わりあって 1つのものを作り上げる過程で，人間関係を広げ深
める機会であり，この意味において，人間関係づくり，そして集団づくりの場
でもある。また，学校の祝祭は，学校が日頃大切にしているものを総合的に表
現する機会であり，これを伝統的に受け継いでゆく，いわゆる「学校文化」の
形成と伝達の場でもある。さらに学校の祝祭は，生徒がある制限の下に，集団
で一つのことを仕上げる過程で，意見をぶつけ合い，自由の限界と規律やマナ
ーを知ってゆく，自己規制と社会性の育成の場でもある。教育を子どもの自立
の支援として考えると，自立のためには，個人で獲得できる能力と人と関わら
なければ獲得できない能力がある（16）。社会的存在としての人間の自立は知識
の記憶に長けていることや，常套的な問題の回答練習を積んだ「学力」だけで
は十分ではなく，大人として，また人間として，場と役割を弁えた振る舞いが
できる人間としての総合力が必要であるが，祝祭はそのような資質を育む場を
提供するのである。また，学校の祝祭においては，下級生は，上級生の晴れの
姿に憧れ，やがて自分がその立場に立ったとき，上級生の姿を自己に重ね合わ
せながら振る舞うのであるが，祝祭はそのような身近なモデルを与える絶好の
場としても機能している。
ボルノウは，教育について，手工業モデルの「製造（Herstellen）」でも，
植物の成長モデルの「自然成長（Wachsenlassen）」でもなく，子どもを取り
巻く人間的な環境に左右されるとし，その人間的な環境は，教育者から子ども
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への働きかけだけでなく，子どもから教育者への働きかけもあるのであって，
両者の相互作用において成立しており，しかも，その関係は，独立した両者
が，やがて相互に作用するのではなくて，まったく一体の両者を包む全体的・
包括的な雰囲気の中で展開してゆくと捉えている（17）。確かにボルノウが言う
ように，教育は，教育者と子どもの相互作用によって醸し出される，被包感，
信頼，感謝と愛，忍耐と期待の有無や多寡によって，その方向付けがされ，成
否がかかっている。この環境，つまり教育的雰囲気は，学校などにおいてはひ
とり教育者と子どもだけでなく，子ども同士の関係によるところも大きい。と
くに学校教育においては，この教育的雰囲気は祝祭において遺憾なく発揮され
るのである。したがって，祝祭こそ学校の特徴や雰囲気をよく表現し，日常的
な営みの積み重ねが如実に反映される場なのである。儀式や運動会のような行
事は，学校が行うものであり，教師の管理下で行うものであることは言うまで
もないが，ボルノウの言う教育的雰囲気が成立するためには，あまりに強い管
理下での祝祭の実行は，子どもが受身的になって萎縮するばかりで，子どもの
成長が保障されないゆえに，一定の自主性や解放性の保障が必要である。
明治維新によって新しい近代国家の形成を目指した日本において，全国津々
浦々まで張り巡らされたのは，交番と郵便局と学校であった。これは中央集権
的な近代国家の基盤に必須の情報，治安維持，教育という分野に対応してい
た。現在，交番数が縮小され，郵政の民営化が政治的課題として取りざたされ
ているのと同様，教育も官主導だけではうまく行かなくなっていることは明白
である。儀式と運動会は一体となって，国家意識と国家への帰属意識の形成を
通して，近代日本を支えてきたのであり，今なおその名残を留めているが，現
在では，各学校が主体的な経営ができるような行政面での大幅な規制緩和と，
子どもが一定年齢に達したなら，祝祭を初め様々な事柄において，よく話し合
い，子どもにできることは任せてゆく時代に来ているのではないか。
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である。吉見俊哉「ネーションの儀礼としての運動会」，平田宗史「わが国の運
動会の歴史」，木村吉次「明治政府の運動会政策」，吉見俊哉他『運動会と日本近
代』，青弓社，1999年，所収。この概略においても，詳細な注を付さない。
眩 木村吉次，同上論文，130頁。
眤 教育学術研究会編「小学校字彙 第 5編 教授管理訓練 第 19章 運動会」，同
文館，1904年，382頁。
眞 山本信良・今野敏彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギー I』，新泉社，1976
年，180頁。
眥 国民体育大会の歴史については，入江克己「近代の天皇制と明治神宮競技大
会」，吉見俊哉他，上掲書，第 5章，参照。
眦 山本信良・今野敏彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギー I』，197頁。
眛 近年の運動会の種目の変化と問題点については，拙著「現代訓練論」，参照（山
崎高哉編『応答する教育哲学』ナカニシヤ出版，2003年所収）。
眷 学校の祝祭の人間学的意味については，Bollnow, O. F., Die Pädagogishe Atmos-
phäre, Heidelberg, 1965, S 73−85. 参照。
眸 超越の認識については，拙著，前掲書，325−330頁，参照。
睇 自立については，拙著，同上書，43−54頁，参照。
睚 Bollnow, O. F., a.a.O., S 109−111.
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